
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

(資料)日銀資料より作成 。 

 4－6 月期の日銀短観によると、足元の業況判断（良いー悪い）は製造業、非

製造業は前回調査に比べ改善した。３か月後までの先行きに関する業況判断

は、製造業は足元からのやや改善を見せるも、非製造業は悪化した。 
 その他では、設備投資意欲が堅調な点や、人手不足が深刻な点は前回調査

から継続していた。また、見通しの前提となる想定為替レートは、対米ドルで１３

2.43 円と前回調査（131.72 円）とほぼ同じ水準となっていた。 
 物価の動向に影響を与える「1 年後の販売価格見通し」は、非製造業を中心

に上昇が継続も、製造業では昨年 12 月をピークに下落に転じている。輸入物

価が前年比マイナスで推移していることもあり、インフレ圧力は年末にかけ緩や

かに鈍化していこう。 
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